
2015.4.10 友の会だより ＮＯ．48 友の会だより ＮＯ．48 2015.4.10１

発 行 江 戸 川 健 康 友 の 会
江戸川区南葛西２－１２－１

電話・5679-71 30 FAX・5679-7131

http://Kenkotomonokai.sakura.ne.jp

郵便振替口座番号：00170-8-393711

2015年 4月10日 第48号

８

※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉裕一 松村所長 畔上卓昭 松田裕子
松村（第1.3.5）
三輪（第2.4）

午後
予約外来
松村所長

予約外来
松村所長

休診：
往診など

予約外来
松村所長

松田裕子

夜間
18時～19時30分

松村所長 松村所長

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
手塚大介
(訪問診療)

外来休診

田村倫朗
(訪問診療)

馬渕 卓
(内科・糖尿病)
守麻里奈
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診
田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
訪問診療

高野所長
訪問診療

休診
高野 宮崎

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診
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Ｆ
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通
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新
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岩
診
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平
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通
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新
小
岩
一
丁
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ル
ミ
エ
ー
ル
商
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交
番
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今井
街
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江駅

浦安方面→

市川方面→

本八
幡方
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教
え
子
全
員
を
失
い
ま
し
た

・
・
・
元
教
師

「
３
月

10
日
の
夜
、
担
任

し
て
い
た
２
年
生
の
子
ど
も

た
ち
全
員
が
、
東
京
大
空
襲

で
命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
私

は
一
夜
に
し
て
教
え
子
が
一

人
も
い
な
い
担
任
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
」
元
教
師
、

田
近
治
代
（
88
歳
）
さ
ん
は

「
体
験
を
語
り
継
ぐ
」
で
こ
う

語
り
、「
戦
争
は
、
ど
こ
か
で

あ
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
こ

の
国
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

戦
闘
員
だ
け
で
は
な
く
、
多

く
の
一
般
市
民
が
犠
牲
に
な

り
ま
し
た
。
再
び
戦
争
を
す

る
国
に
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
結
ん
で
発
言
を
終
わ
り
ま

し
た
。

記
録
す
る
こ
と
で
つ
な
げ
た

い

・
・
・
高
校
生

「
つ
ど
い
」
で
も
う
一
つ
注

目
を
浴
び
た
の
が
、
高
校
生

の
報
告
で
し
た
。
日
大
豊
山

女
子
高
校
・

放

送
部

は
、

東
京
大
空
襲

を

取
材

し
、

そ
れ
を
ビ
デ

オ
に
ま
と
め

ま
し
た
。「
70

年
目
な
の
に

平
和
だ
か
ら

東
京
大
空
襲

が
あ
っ
た
こ

と
も
考
え
な

い
日
常
を
す

ご
し
て
い
た
」
と
語
り
、「
私

た
ち
は
、
記
録
す
る
こ
と
で

知
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
作
成
の
動
機
や
決

意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
ビ
デ
オ
や
取
り
組
み
は
、

東
京
都
の
高
等
学
校
放
送
コ

ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
、
高

い
評
価
を
受
け
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

「
再
び
戦
争
は
し
な
い
」
の
決

意
を
確
か
め
合
う

東
京
空
襲
犠
牲
者
遺
族
会

の
星
野
ひ
ろ
し
会
長
（
84

歳
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
東

京
大
空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン

タ
ー
の
一
年
間
の
活
動
の
報

告
、
俳
優
座
代
表
の
岩
崎
加

根
子
さ
ん
に
よ
る
「
東
京
大

空
襲
に
よ
り
心
を
こ
わ
さ
れ

た
子
ど
も
た
ち
」
の
詩
の
朗

読
、
早
乙
女
勝
元
さ
ん
の
、

「
戦
争
を
体
験
し
た
世
代
は
、

年
々
少
な
く
な
っ
て
い
く
。

戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ
な
い

た
め
に
、『
記
録
』
が
何
よ
り

も
大
事
で
す
。
体
験
を
記
録

し
て
残
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
の
発
言
な
ど
、
集
団
的

自
衛
権
の
閣
議
決
定
や
安
全

保
障
の
法
制
化
な
ど
、
「
戦
争

の
で
き
る
国
づ
く
り
」
の
動

き
が
強
ま
る
今
、「
空
襲
で
亡

く
な
っ
た
人
々
を
慰
霊
す
る

と
共
に
、
再
び
戦
争
は
し
な

い
」
の
決
意
を
確
か
め
合
う

「
つ
ど
い
」
と
な
り
ま
し
た
。

東
葛
西

伊
藤

辰
久

戦争の悲惨さと平和の大切さを語り継ぐ

「
東
京
大
空
襲
を

語
り
継
ぐ
つ
ど
い
」

１
９
４
５
年
３
月
10

日
未
明
。

３
０
０
機
の
米
軍
爆
撃
機
Ｂ
29

の
襲
来
に
よ
っ
て
空
襲
を
受
け
、

江
東
区
、
墨
田
区
、
台
東
区
、

江
戸
川
区
な
ど
の
下
町
は
、

「
火
の
海
」
と
な
り
、
10
万
人

を
超
す
人
々
が
殺
さ
れ
た
「
東

京
大
空
襲
」
。
3
月
10
日
を
前

に
し
て
、
3
月
8
日
、
「
東
京

大
空
襲
を
語
り
継
ぐ
つ
ど
い
」

が
、
江
東
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

悲惨な体験を語る田近治代さん
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、お

薬を有効に、安全に使用し

ていただく手助けになる

のです。

なぎさ薬局
T E L 0 3- 5 6 79 - 7 1 37／ FAX 0 3 -5 6 7 9 -7 1 3 8

『臨床検査技師は、病院などの医療機関にお

いて種々の臨床検査を行う技術者である。日

本においては、臨床検査技師等に関する法律

により規定される国家資格である。古くは医

師自らが検査を行っていたものであったが、

医療の分葉化と検査の高度化が進み、現在の

医療に臨床検査技師は必要不可欠の存在となっ

ている。コ・メディカルの一種。』

ウィキペディアにはこのように紹介されて

います。

ちょっと分かり難いですね。平たく言うと、

診療所や病院などで看護師さんとは違う白衣、

またはケーシーを着て、生真面目そうな雰囲

気を醸し出している人がいたら、その人が臨

床検査技師です。

仕事の中身は、患者さんから提出された尿

を遠心機にかけ細胞を集めて顕微鏡で細胞の

種類を判断したり、患者さんから採血した血

液をプレートに引き、染色し、これまた顕微

鏡で細胞種類を判断したりします。紫に染まっ

た核を持つ白血球や、ピンクに染まった赤血

球と言ったミクロの世界がそこに広がってい

ます。

生理検査としては、心臓の機能を診る心電

図や肺の機能を診る呼吸機能検査、お腹や頸

動脈や心臓を診る超音波検査等を実施してい

ます。心臓の超音波検査では弁の動きや心臓

壁の動きまで観察できるのです。血液の流れ

方もカラーで逆流がない

かを判断していきます。

ひとつひとつの検査を生

真面目に、そして正確で

ある事を常に追求して日々

仕事をしています。

編
集
後
記

▼
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
の
テ
ロ
で
邦
人
が
犠

牲
に
な
っ
た
。
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
と
の
報
道

に
ま
た
か
と
の
思
い
と
、
安
倍
政
権
の

「
戦
争
で
き
る
国
」
へ
の
加
速
に
対
す

る
恐
れ
と
が
交
錯
す
る
▼
こ
の
２
月
、

百
歳
と
３
か
月
の
寿
命
を
全
う
し
、
姑

が
逝
っ
た
。
特
養
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
た
が
、
肺
炎
で
入
院
し
、
経
口
で
の

食
事
が
で
き
な
く
な
っ
て
３
か
月
あ
ま

り
。
自
宅
近
く
の
病
院
か
ら
遠
方
の
療

養
型
の
病
院
に
転
院
し
て
間
も
な
く
だ
っ

た
。
全
国
的
に
見
て
も
先
進
的
な
地
域

の
介
護
体
制
の
下
で
、
長
寿
を
全
う
で

き
た
と
思
う
。
が
、
な
ぜ
転
院
し
な
く

て
は
い
け
な
か
っ
た
の
か
？
▼
３
月
号

の
「
た
よ
り
」
の
『
軍
事
費
ど
っ
さ
り

社
会
保
障
ば
っ
さ
り
』
の
記
事
は
日
本

の
現
状
を
端
的
に
表
し
て
い
る
と
思
う
。

誰
に
課
税
し
、
何
に
使
う
か
が
政
治
の

根
幹
問
題
。
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て

年
を
重
ね
て
い
け
る
よ
う
、
人
命
や
自

然
環
境
を
何
よ
り
も
大
切
に
す
る
政
権

が
１
日
も
早
く
実
現
す
る
こ
と
を
祈
る
。

（
太
田
）

役立つ健康メモ28

臨床検査技師とは？

芝診療所検査科長 渡辺ゆかり

江
戸
川
健
康
友
の
会
は
、

３
月

22
日
「
介
護
保
険
を

考
え
る
学
習
会
」
を
開
き

26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
を
さ
れ
た
桜
井
和
代

さ
ん
（
介
護
福
祉
士
）
は
、

「
２
０
０
０
年
に
〝
介
護
の

社
会
化
〞
を
か
け
て
導
入
さ

れ
た
介
護
保
険
は
、
今
年
で

15
年
目
、
３
年
ご
と
に
『
改

定
』
さ
れ
る
度
に
ど
ん
ど
ん

制
度
が
改
悪
さ
れ
、
ま
さ
に

〝
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
〞

が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
改
悪
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
要
支
援
者
の
訪
問
介
護

と
通
所
介
護
が
市
区
町
村
の

総
合
事
業
に
移
行
さ
れ
る
こ

と
、
役
所
の
窓
口
で
申
請
時

に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
振
り

分
け
さ
れ
る
こ
と
、
特
養

ホ
ー
ム
へ
の
入
所
は
要
介
護

３
以
上
で
な
い
と
受
け
付
け

ら
れ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、

利
用
料
が
１
割
か
ら
２
割
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
な
ど

で
す
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
介
護
保
険
は
助

け
合
い
と
い
っ
て
い
ま
す

が
、
保
険
方
式
で
は
解
決
し

な
い
」
と
強

調
し
、
社
会

保
障
を
ど
う

守
り
発
展
さ

せ

て

い

く

か
、
こ
れ
か

ら
の
運
動
が

大
切
だ
と
話

し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
負
担
は
ど
う
な
る
の

介
護
保
険
を
考
え
る
学
習
会

３
月
１
日
、
ク
ル
マ
か
ら
人
・

自
転
車
・
鉄
道
・
舟
運
な
ど
、
環

境
に
優
し
い
交
通
へ
の
転
換
を
め

ざ
す
市
民
団
体
が
集
ま
っ
て
、

『
環
境
・
交
通
・
ま
ち
づ
く
り
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
』
が
開

か
れ
ま
し
た
。

鈴
木
美
緒
東
工
大
准
教
授
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
転
車
先
進
国
の

自
転
車
利
用
状
況
を
映
像
で
紹
介

し
、
一
日
も
早
く
東
京
で
も
子
ど

も
・
お
母
さ
ん
・
高
齢
者
ら
が
、

健
康
づ
く
り
や
買
い
物
・
病
院
通

い
な
ど
に
、
通
勤
・
通
学
と
合
わ

せ
て
自
転
車
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
自
転
車
走
行
環
境
の
整
備
を

提
起
し
ま
し
た
。

東
京
五
輪
に
向
け
て

自
転
車
利
用
の
進
ん
で
い
る
港

区
で
は
、
誰
も
が
安
全
な
自
転
車

利
用
を
め
ざ
し
て
「
自
転
車
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
計
画
」
を
区
・
市
民
・

鈴
木
准
教
授
ら
が
つ
く
り
あ
げ
、

昨
年
か
ら
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
や
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
し
て
安
心

し
て
走
れ
る
自
転
車
道
を
都
心
部

に
た
く
さ
ん
造
っ
て
、
ク
ル
マ
を

少
な
く
し
て
世
界
の
人
々
を
迎
え

ま
し
た
。
桝
添
都
知
事
も
、
ロ
ン

ド
ン
の
よ
う
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
自
転
車
道
を
整
備
す

る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

区
長
「
自
転
車
の
走
る
街
へ
」

私
た
ち
の
会
も
国
や
東
京
都
に

「
自
転
車
道
や
自
転
車
レ
ー
ン
を

た
く
さ
ん
造
る
」
と
の
東
京
大
気

汚
染
公
害
裁
判
の
和
解
で
の
約
束

に
基
づ
い
て
、
江
戸
川
区
内
に
も

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る

よ
う
、
そ
の
た
め
に
江
戸
川
区
に

財
政
支
援
を
す
る
よ
う
に
話
し
合

い
を
進
め
て
い
ま
す
。
国
お
よ
び

東
京
都
は
約
束
通
り
、
環
七
通
り
・

千
葉
街
道
に
自
転
車
レ
ー
ン
を
造

り
、
現
在
京
葉
道
路
・
船
堀
街
道

に
自
転
車
レ
ー
ン
を
計
画
し
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
環
七
通
り
・

千
葉
街
道
・
柴
又
街
道
に
自
転
車

レ
ー
ン
な
ど
を
造
る
と
い
っ
て
い

ま
す
。
江
戸
川
区
長
も
「
自
転
車

の
走
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
す

と
言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
昨
年
、
区
が
国
や

東
京
都
と
協
力
し
て
自
転
車
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
計
画
を
一
緒
に
つ
く
る

よ
う
に
と
話
し
合
い
を
ま
し
た
。

区
は
、
篠
崎
駅
・
西
葛
西
駅
・
小

岩
駅
周
辺
か
ら
自
転
車
レ
ー
ン
づ

く
り
を
始
め
て
い
る
、
計
画
づ
く

り
は
検
討
す
る
と
答
え
、
最
近
自

転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
つ

い
て
国
交
省
と
話
し
合
い
を
し
て

い
ま
す
。

区
民
ぐ
る
み
の
運
動
へ

Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
よ
る
大
気
汚
染

の
な
い
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
江

戸
川
健
康
友
の
会
も
、
江
戸
川
大

気
汚
染
を
な
く
す
会
と
共
に
、
引

き
続
き
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
区
民
ぐ
る
み
の
運
動
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

江
戸
川
大
気
汚
染
を
な
く
す
会
幹
事

大
越

稔
秋

安
全
な
自
転
車
利
用
の
た
め
に

車
社
会
の
転
換
で
大
気
汚
染
を
な
く
そ
う

環
境
・ま
ち
づ
く
り
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
く
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江

戸
川

長
沢

常
良

蜆
採

り
淡

き
夕

日
の

葛
西
沖

春
風

や
昔

は
撥

ね
し

橋
の
上

走
り

根
に

苔
び

っ
し

り
や
彼

岸
寺

西
一

之
江

永
井

嶽

触
れ

し
も

の
み

な
芽

吹
か
せ

て
少

女
く

る

絵
筆

か
ら

彩
が

生
れ

て
春
立

ち
ぬ

水
仙

の
同

じ
高

さ
に

咲
き
ほ

こ
る

三
郷

市

石
塚
ふ

さ
子

孫
の

敷
く

ふ
と

ん
の

ぬ
く
さ

寒
い

夜

雨
上

が
り

雫
が

光
る

紅
赤
梅

早
咲

き
の

桜
青

空
白

い
雲

東
葛
西

細

川

ひ
ろ
し

春

の
風

香
り
と

花
粉

運
び

た
り

さ

え
ず

り
や
腰

を
の

ば
し

て
鍬
を

置
く

何

気
な

く
大
木

と
生

き
福

寿
草

▼
川
柳

清
新

町

石
川

優

い

っ
こ

う
に
回

っ
て

来
な

い
刷
っ

た
札

Ｊ

Ｒ
幹

を
延
ば

し
て

枝
枯

ら
す

こ

の
場

合
病
は

木
か

ら
花

粉
症

わ
が
家
の
ひ
よ
ど
り
日
記

東
葛
西

霜
月

み
な
子

２
０
１
２
年
の
６
月
末
、
「
ピ
ー
ピ
ー
」

と
賑
や
か
な
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
外
を
見
る
と
、
リ
ビ

ン
グ
横
の
猫
の
額
の
よ
う
な
庭
に
植

え
た
バ
ラ
の
木
に
、
鳥
の
巣
ら
し
き

も
の
が
で
き
か
か
っ
て
い
る
。
そ
れ

が
、
ひ
よ
ど
り
日
記
の
始
ま
り
だ
っ

た
。６

月

24
日

枯
れ
枝
、
葉
っ
ぱ
、

ス
ズ
ラ
ン
テ
ー
プ
な
ど
を
せ
っ
せ
と

運
び
、
器
用
に
巣
を
作
り
あ
げ
た
。

鳥
の
名
が
「
ひ
よ
ど
り
」
と
分
か
る
。

長
い
く
ち
ば
し
、
尾
が
目
立
つ
。

６
月
30
日

巣
に
座
る
よ
う
に
な
っ

た
ひ
よ
ど
り
が
離
れ
た
隙
に
覗
い
て

み
る
と
、
何
と
何
と
４
つ
の
卵
が
。

７
月
12
日

親
鳥
が
巣
の
縁
に
止

ま
っ
て
い
る
。
も
し
や
と
思
い
覗
い

て
み
る
と
、
赤
裸
の
雛
が

も
に
ょ

も
に
ょ
動
い
て
い
る
。
子
ど
も
の
こ

ろ
見
た
雀
の
雛
を
思
い
出
す
。
７
月

14
日

親
鳥
は
エ
サ
取
り
に
忙
し
い
。

雛
は
顔
中
口
に
し
て
エ
サ
を
ね
だ
る
。

そ
の
仕
草
が
あ
ま
り
に
も
か
わ
い
ら

し
く
て
、
ガ
ラ
ス
戸
を
た
た
い
て
寝

て
い
る
雛
を
起
こ
し
て
み
る
。
黒
い

毛
も
生
え
て
き
て
、
ど
ん
ど
ん
大
き

く
な
る
。
巣
が
狭
そ
う
だ
。
も
う
す

ぐ
巣
立
ち
か
な
。

７
月

21
日

１

羽
の
雛
が
巣
の
縁
に
立
ち
、
２
羽
目
、

３
羽
目
、
落
ち
る
よ
う
に
飛
び
立
つ
。

ま
だ
う
ま
く
飛
べ
な
い
。
親
鳥
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
、
２
日
ほ
ど
庭
木
の

間
で
過
ご
し
、
本
当
に
飛
び
去
っ
た
。

2
ヶ
月
間
、
は
ら
は
ら
、
ど
き
ど
き

の
、
楽
し
い
感
動
を
あ
り
が
と
う
。

２
０
１
３
年
、
残
っ
た
巣
に
、
ま

た
ひ
よ
ど
り
が
来
た
。
卵
が
ま
た
４

つ
。
卵
は
１
日
に
１
つ
ず
つ
生
む
こ

と
が
分
か
っ
た
。
期
待
が
膨
ら
ん
だ

矢
先
、
何
も
の
か
に
無
残
に
壊
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
今
年
、
冬
の
間
か
ら
ひ
よ

ど
り
の
声
が
響
い
て
い
る
。
巣
は
ま

だ
残
っ
て
お
り
、
我
が
家
で
と
れ
た

夏
み
か
ん
を
切
っ
て
、
巣
の
そ
ば
に

置
い
て
や
っ
て
い
る
。
毎
日
来
て
食

べ
て
い
る
。

今
年
も
産

む
と
い
い

な
あ
。

▼
短
歌

西

瑞
江

豊
田

育

子

堅
川

に
沿

い
て

歩
め

ば
亀
戸

に
一

茶
の

棲
み
し

神
社

の
あ

り
ぬ

い
に

し
へ

に
何

の
罪

あ
り
て

流
さ

れ
し

や
島
の

椿
に

埋
も

る
る
流

人
墓

幼
な

児
が

テ
ロ

と
は

な
あ
に

と
問

ふ
て

く
る
つ

ぶ
ら

な
瞳

に
戸
惑

ふ
わ

れ
は

西
葛

西

穂

坂

喜
久

子

誰
の

た
め

狭
い

歩
道

の
あ
の

傾
斜

パ
ラ

リ
ン
ピ

ッ
ク

は
見

せ
か
け

の
愛

？

高
齢

者
車

の
乗

り
降

り
ま
ま

な
ら

ぬ
引

き
戸
で

あ
れ

ば
怖

さ
も
失

せ
し

ト
イ

レ
ま

で
男

性
上

位
は
び

こ
り

て
老

人･

認

知
何

故
に

踊
ら
す

東
葛

西

新

真

復
員

の
父

が
戦

後
初

め
て
の

死
体

の
処

理
に
あ

た
る

土
堤

岸

米
兵

の
前

で
〈

ギ
ブ

・
ミ
ー

・
チ

ョ
コ

レ
イ
ト

〉
進

駐
軍

病
院
の

裏
で

覚
え

た

台
湾

も
中

国
・

韓
国

も
石
の

上
に

画
く

〈
石
蹴

り
〉

の
跡

今
も
燃

え
立

つ

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
は
す

で
に
い
っ
ぱ
い
で
入
れ
な

か
っ
た
。
請
願
デ
モ
に
は
参

加
し
よ
う
と
待
っ
て
い
る

と
、
道
路
も
み
る
み
る
い
っ

ぱ
い
に
な
る
。
私
は
個
人
参

加
の
列
に
加
わ
り
西
幸
門
か

ら
出
発
。
団
体
、
グ
ル
ー
プ

の
旗
や
各
自
が
持
つ
プ
ラ

カ
ー
ド
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。

昨
年
の
江
戸
川
の
デ
モ
で

は
「
安
倍
さ
ん
や
め
て
！
」

だ
っ
た
が
、
今
回
は
「
安
倍

は
や
め
ろ
！
」「
今
す
ぐ
や
め

ろ
！
」
の
連
発
だ
。
調
子
の

よ
い
唱
和
が
続
く
。「
憲
法
守

れ
」
「
原
発
反
対
」
「
命
を
守

れ
」
「
農
業
守
れ
」
「
子
ど
も

を
守
れ
」
…
国
会
に
ち
か
づ

く
と
掲
げ
て
い
た
プ
ラ
カ
ー

ド
も
お
ろ
す
よ
う
に
言
わ

れ
、
首
相
官
邸
前
で
は
警
官

が
太
い
紐
で
つ
な
が
っ
て
厳

重
な
警
備
。
衆
議
院
会
館
前

で
は
池
内
さ
お
り
議
員
が
手

を
振
っ
て
い
る
。「
今
彼
女
は

大
人
気
で
追
っ
か
け
も
い
る

ん
だ
っ
て
よ
」
と
ど
こ
か
の

お
じ
さ
ん
が
話
し
て
い
た
。

デ
モ
は
永
田
町
駅
前
で
解

散
。
私
は
国
会
包
囲
に
向

か
っ
た
。

安
倍
政
権
の
暴
走
に
怒
り

が
爆
発
し
た
一
万
四
千
人
の

大
行
動
だ
っ
た
。
だ
が
、
帰

宅
後
の
テ
レ
ビ
は
何
も
報
道

し
て
い
な
い
。
私
た
ち
の
声

は
首
相
に
届
い
て
い
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

文

安
部

淑
江

写
真

荒
井
ま
さ
い

エッセイ

３
月
８
日
、
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
と
国
会
議
事
堂
周
辺

で
行
な
わ
れ
た
「
反
原
発
統

一
行
動
」
で
は
、
集
会
、
デ

モ
国
会
包
囲
と
多
彩
な
行
動

を
繰
り
広
げ
「
原
発
な
く

せ
」「
再
稼
動
反
対
」
の
思
い

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
の
大

集
会
で
は
、
宇
宙
飛
行
士
の

秋
山
豊
さ
ん
は
、「
私
も
原
発

事
故
で
ふ
る
さ
と
を
追
わ
れ

た
ひ
と
り
だ
。
こ
う
し
た
集

会
を
津
々
浦
々
で
積
み
重

ね
、
連
帯
し
て
頑
張
ろ
う
」

と
発
言
し
ま
し
た
。

「
生
業
（
な
り
わ
い
）
を
返

せ
、
地
域
を
返
せ
！
」
福
島

原
発
訴
訟
の
中
島
原
告
団
長

は
、「
私
た
ち
が
求
め
て
い
る

〝
現
状
回
復
〞
と
は
、
原
発

そ
の
も
の
が
な
い
地
域
と
暮

ら
し
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

江
戸
川
健
康
友
の
会
も

13

人
が
参
加
し
、
足
立
、
葛

飾
、
港
な
ど
の
会
員
と
い
っ

し
ょ
に
国
会
ま
で
請
願
デ
モ

行
進
と
国
会
大
包
囲
行
動
に

参
加
し
ま
し
た
。（
黒
木
）

安
倍
首
相
は
す
ぐ
や
め
よ

一
万
四
千
人
が
国
会
包
囲

私
た
ち
の
望
み
は

原
発
の
な
い
暮
ら
し

雨傘を利用したプラカード

「
戦
争
Ｎ
Ｏ
」
「
辺
野
古
に
基
地
を
つ
く
る
な
」
「
増
税
す
る
な
」、

３
月
22
日
ひ
ら
か
れ
た
「
安
部
政
権
Ｎ
Ｏ
！
大
行
動
」
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
で
民
意
に
背
く
安
倍
政
権
に
反
対
の
意
思
を
突
き

つ
け
よ
う
と
多
く
の
国
民
が
国
会
を
取
り
囲
み
ま
し
た
。

安部政権NO！
大行動

反原発統一行動

↑
口
を
あ
け

て
餌
を
待
つ

ひ
よ
ど
り

一斉に要求カードをかかげる



2015.4.10 友の会だより ＮＯ．48 友の会だより ＮＯ．48 2015.4.10 ４５

楽しく歌って

元気になろう

●毎月第４土曜日

14時～16時

●４月は休会です
●葛西みなみ診療所
５Ｆホール

うたごえ喫茶

楽しく体を動かそう！

●第２・４土曜日

●10時30分～12時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加費：200円

健康体操教室

●毎月 第３土曜日

●葛西駅

地下鉄博物館前集合

９時30分集合出発
●コースは、参加者の

希望で決めています。

雨天中止。直接集合

場所へ。

楽しく元気になれる

あなたの居場所

●毎週 月曜日

（祝祭日は休み）

●食事代コーヒー付

６００円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しく歌いましょう

●４月17日（金）

13時～16時
●会費：900円

●「居酒屋こうし」

●申込先：

新小岩診療所

囲碁・将棋クラブ 健康づくりウォーキングア ミティエ
コ カ リ ナ
サ ー ク ル

木の音色を

奏でませんか

●第１・３木曜日

10時～12時

●葛西みなみ診療所

５Ｆホール

●入会、見学いつでも

どうぞ。直接会場へ。

●毎週 金曜日

14時～16時

●新小岩診療所

３Ｆ会議室

●参加無料です。

みなさんの参加

をお待ちしてお

ります。

私
の
実
家
は
、
房
総
九
十
九

里
浜
の
千
葉
県
長
生
郡
白
子
町

で
す
。
こ
こ
で
、
終
戦
の
翌
年

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
は
中
学

校
の
理
科
の
教
員
を
し
な
が

ら
、
地
域
に
ト
マ
ト
栽
培
を
広

め
、
母
は
和
裁
の
裁
縫
所
で
、

お
嫁
入
り
前
の
女
性
に
、
和

裁
、
お
花
、
礼
儀
作
法
を
教
え

て
い
ま
し
た
。

九
十
九
里
平
野
の
真
っ
只
中

で
砂
利
敷
き
の
道
路
に
立
つ
と

隣
の
町
ま
で
見
渡
せ
る
平
地

で
、
田
ん
ぼ
と
畑
中
心
の
農

業
、
地
引
き
網
漁
や
赤
貝
・
ハ

マ
グ
リ
漁
の
自
給
自
足
の
村

で
、
18

歳
ま
で
過
ご
し
ま
し

た
。
４
人
兄
弟
で
し
た
。

私
は
勉
強
よ
り
も
農
作
業
が

好
き
だ
っ
た
の
で
、
小
学
校
３

年
か
ら
高
校
２
年
ま
で
、
帰
宅

す
る
と
縁
側
に
カ
バ
ン
を
放
り

投
げ
、
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し

た
。
落
花
生
や
芋
類
の
種
は
、

入
浴
後
に
一
晩
、
五
右
衛
門
風

呂
に
寝
か
せ
、
芽
を
出
さ
せ
た

こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま

す
。農

作
業
は
、
植
え
始
め
る
と

終
わ
る
ま
で
続
き
ま
す
。
草
取

り
は
夕
方
ま
で
、
根
が
尽
き
る

ほ
ど
い
つ
も
頑
張
り
、
母
が
、

「
ゆ
う
ご
は
ん
だ
よ
ー
」
と
呼
び

に
来
て
く
れ
る
と
、
ホ
ッ
と
し

安
心
し
た
も
の
で
す
。
今
に
し

て
思
う
と
、
あ
き
ら
め
な
い
性

格
は
農
作
業
で
培
わ
れ
た
も
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

両
親
が
健
在
な
時
は
、
休
み

に
な
る
と
娘
二
人
を
連
れ
て
帰

省
し
、
春
は
父
が
育
て
た
イ
チ

ゴ
と
り
、
夏
は
姪
と
一
緒
に
海

水

浴
や
サ

ー
フ

ィ
ン
を

し
、

真
っ
赤
に
日
焼
け
す
る
ま
で
遊

び
ま
し
た
。

両
親
は
お
風
呂
を
沸
か
し
て

く
れ
て
い
て
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ

コ
と
娘
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
そ
ば
で
父

は
「
親
は
生
き
て
い
る
間
は
一

生
保
護
者
だ
か
ら
」
と
私
に

言
っ
て
い
ま
し
た
。
お
墓
参
り

の
後
の
竹
灯
篭
の
明
か
り
の
下

で
、
母
の
手
縫
い
の
浴
衣
を
着

た
娘
た
ち
と
の
、
夜
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
花
火
を
し
た
こ
と
も

懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

今
は
お
盆
に
墓
参
り
に
行
く

程
度
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
二

人
の
孫
に
も
ふ
る
里
の
海
で
海

水
浴
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

農
作
業
で
培
わ
れ
た
あ
き
ら
め
な
い
性
格

さわやか喫茶着物リメイクの会

千葉県

南葛西 斉藤 寿太郎

着なくなった着物で
洋服や小物づくり

●毎週 金曜日

●10時～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料･お昼持参。

カラオケお楽しみ会小物作りサークル

季節に合わせた小物

を作りましょう

●毎月 第２月曜日

14時～16時

今月は４月13日
●参加費：700円

●新小岩診療所

３階会議室

手芸サークル

●毎週 水曜日

13時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料ですが、

作品づくりの実費
をいただきます。

直接会場へ。

一之江センター

毎週火・水・木10時～15時

みなさんの来所をお待ちし

ています。

●一之江ハーモラス

第２(土)14～16時
●帽子づくり

第2・4(水)11～15時
●男の時間

第1・3(水)11～15時
●場所:一之江内科４階

３
月
９
日

西
葛
西

４
名
の
参
加
で
お
こ
な
い

ま
し
た
。
こ
の
日
の
話
題
は

西
葛
西
駅
・
く
す
の
き
の
ム

ク
ド
リ
の
糞
の
話
。
区
に
伝

え
て
も
改
善
さ
れ
な
い
と
の

こ
と
。

３
月
17
日

一
之
江
セ
ン
タ
ー

２
回
目
の
班
会
は
20
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
も
血

圧
測
定
を
行
な
い
、「
前
回
よ

り

20

ぐ
ら
い
下
が
っ
て
い

る
。
暖
か
く
な
り
体
調
が
良

く
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い

か
」、
笠
原
看
護
師
長
さ
ん
か

ら
、
毎
月
測
る
こ
と
が
大
切

と
話
が
あ
り
ま
し
た
。
次
回

は
骨
密
度
の
測
定
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

14
時
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高

齢
協
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ

ポ
ー
タ
ー
入
倉
敬
子
さ
ん
よ

り
「
私
ら
し
い
終
活
」
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

終
末
期
に
大
切
な
人
や
親

し
い
方
に
何
を
伝
え
る
か
、

残
さ
れ
た
今
の
時
間
を
ど
う

過
ご
す
の
か
、
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
の
活
用
の
仕
方
な

ど
わ
か
り
や
す
い
話
で
し

た
。参

加
者
か
ら
は
無
宗
教
の

人
の
戒
名
、
告
別
式
と
葬
儀

の
違
い
、
お
墓
の
事
な
ど
の

質
問
や
、
遺
言
や
葬
儀
の
こ

と
を
も
っ
と
詳
し
く
聞
き
た

い
、
息
子
た
ち
に
気
持
ち
を

ど
う
伝
え
ら
れ
る
か
悩
ん
で

い
る
な
ど
の
話
も
で
て
、
時

間
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

３
月
25
日

平
井
食
事
班
会

12
名
の
参
加
で
行
な
い
ま

し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
ト
マ
ト

カ
レ
ー
、
白
菜
と
ア
サ
リ
の

煮
物
、
キ
ウ
イ
と
バ
ナ
ナ
の

ヨ
ー
グ
ル
ト
和
え
（
５
０
０

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
）
食
事
を
し

な
が
ら
懇
談
を
し
ま
し
た
。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
不
安
を

抱
え
る
Ｓ
さ
ん
は
早
速
、
熟

年
相
談
室
に
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
の
手
続
き
に
行
き
ま
し

た
。

（
石
井
）

学
習
や
食
事
会
で
工
夫

前
進
座
５
月
観
劇
会

・
日

時

５
月

16
日
（
土
）15
時
開
場

・
場

所

国
立
劇
場
（
大
劇
場
）

・
観
劇
料

７
４
０
０
円

（
一
万
一
〇
〇
円
の
と
こ
ろ
）

前
進
座
５
月
公
演
の
演
目
は
「
番
町

皿
屋
敷
」
と
「
文
七
元
結
」
の
２
本

で
、
３
時
間
半
の
公
演
で
す
。
「
番
町

皿
屋
敷
」
は
、
お
化
け
も
の
で
は
な

く
、
旗
本
・
青
山
播
磨
と
腰
本
お
菊
の

身
分
を
越
え
た
純
愛
を
描
い
た
ラ
ブ
ス

ト
ー
リ
ー
。
「
文
七
元
結
」
は
、
江

戸
っ
子
た
ち
の
心
根
が
染
み
る
お
か
し

く
、
し
み
じ
み
、
晴
れ
や
か
な
舞
台
で
８
０

０
回
を
超
え
る
人
気
演
目
で
す
。

●
チ
ケ
ッ
ト
の
申
込
・
お
問
合
せ
は

友
の
会
事
務
局
ま
で

℡
（
５
６
７
９
―
７
１
３
０
）

旅行日程 2015年6月23日(火)～26日(金）
定 員 26名 (定員になり次第締め切り）

旅行費用 99,800円

※羽田空港発着と全行程食事付き

主な行程 新基地建設でゆれている辺野古やキャ

ンプシュワブ前を訪問し、沖縄の現

状を現地の方の案内で見学。すわり

込みの方々を激励、また平和資料館

や平和の礎など、南部戦跡を見学、

過去の歴史をしっかりと見つめなお

し、平和について考えます。

申込締切 2015年5月22日(金)友の会まで

03-5679-7130F・AX03-5679-7131

旅 行 社 ㈱たびせん・つなぐ

戦後70年で考える戦争と平和・基地

友の会・沖縄平和ツアー４日間

各
地
域
で
班
会
開
く

エンディングノート片手に説
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江

戸
川

長
沢

常
良

蜆
採

り
淡

き
夕

日
の

葛
西
沖

春
風

や
昔

は
撥

ね
し

橋
の
上

走
り

根
に

苔
び

っ
し

り
や
彼

岸
寺

西
一

之
江

永
井

嶽

触
れ

し
も

の
み

な
芽

吹
か
せ

て
少

女
く

る

絵
筆

か
ら

彩
が

生
れ

て
春
立

ち
ぬ

水
仙

の
同

じ
高

さ
に

咲
き
ほ

こ
る

三
郷

市

石
塚
ふ

さ
子

孫
の

敷
く

ふ
と

ん
の

ぬ
く
さ

寒
い

夜

雨
上

が
り

雫
が

光
る

紅
赤
梅

早
咲

き
の

桜
青

空
白

い
雲

東
葛
西

細

川

ひ
ろ
し

春

の
風

香
り
と

花
粉

運
び

た
り

さ

え
ず

り
や
腰

を
の

ば
し

て
鍬
を

置
く

何

気
な

く
大
木

と
生

き
福

寿
草

▼
川
柳

清
新

町

石
川

優

い

っ
こ

う
に
回

っ
て

来
な

い
刷
っ

た
札

Ｊ

Ｒ
幹

を
延
ば

し
て

枝
枯

ら
す

こ

の
場

合
病
は

木
か

ら
花

粉
症

わ
が
家
の
ひ
よ
ど
り
日
記

東
葛
西

霜
月

み
な
子

２
０
１
２
年
の
６
月
末
、
「
ピ
ー
ピ
ー
」

と
賑
や
か
な
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
外
を
見
る
と
、
リ
ビ

ン
グ
横
の
猫
の
額
の
よ
う
な
庭
に
植

え
た
バ
ラ
の
木
に
、
鳥
の
巣
ら
し
き

も
の
が
で
き
か
か
っ
て
い
る
。
そ
れ

が
、
ひ
よ
ど
り
日
記
の
始
ま
り
だ
っ

た
。６

月

24
日

枯
れ
枝
、
葉
っ
ぱ
、

ス
ズ
ラ
ン
テ
ー
プ
な
ど
を
せ
っ
せ
と

運
び
、
器
用
に
巣
を
作
り
あ
げ
た
。

鳥
の
名
が
「
ひ
よ
ど
り
」
と
分
か
る
。

長
い
く
ち
ば
し
、
尾
が
目
立
つ
。

６
月
30
日

巣
に
座
る
よ
う
に
な
っ

た
ひ
よ
ど
り
が
離
れ
た
隙
に
覗
い
て

み
る
と
、
何
と
何
と
４
つ
の
卵
が
。

７
月
12
日

親
鳥
が
巣
の
縁
に
止

ま
っ
て
い
る
。
も
し
や
と
思
い
覗
い

て
み
る
と
、
赤
裸
の
雛
が

も
に
ょ

も
に
ょ
動
い
て
い
る
。
子
ど
も
の
こ

ろ
見
た
雀
の
雛
を
思
い
出
す
。
７
月

14
日

親
鳥
は
エ
サ
取
り
に
忙
し
い
。

雛
は
顔
中
口
に
し
て
エ
サ
を
ね
だ
る
。

そ
の
仕
草
が
あ
ま
り
に
も
か
わ
い
ら

し
く
て
、
ガ
ラ
ス
戸
を
た
た
い
て
寝

て
い
る
雛
を
起
こ
し
て
み
る
。
黒
い

毛
も
生
え
て
き
て
、
ど
ん
ど
ん
大
き

く
な
る
。
巣
が
狭
そ
う
だ
。
も
う
す

ぐ
巣
立
ち
か
な
。

７
月

21
日

１

羽
の
雛
が
巣
の
縁
に
立
ち
、
２
羽
目
、

３
羽
目
、
落
ち
る
よ
う
に
飛
び
立
つ
。

ま
だ
う
ま
く
飛
べ
な
い
。
親
鳥
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
、
２
日
ほ
ど
庭
木
の

間
で
過
ご
し
、
本
当
に
飛
び
去
っ
た
。

2
ヶ
月
間
、
は
ら
は
ら
、
ど
き
ど
き

の
、
楽
し
い
感
動
を
あ
り
が
と
う
。

２
０
１
３
年
、
残
っ
た
巣
に
、
ま

た
ひ
よ
ど
り
が
来
た
。
卵
が
ま
た
４

つ
。
卵
は
１
日
に
１
つ
ず
つ
生
む
こ

と
が
分
か
っ
た
。
期
待
が
膨
ら
ん
だ

矢
先
、
何
も
の
か
に
無
残
に
壊
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
今
年
、
冬
の
間
か
ら
ひ
よ

ど
り
の
声
が
響
い
て
い
る
。
巣
は
ま

だ
残
っ
て
お
り
、
我
が
家
で
と
れ
た

夏
み
か
ん
を
切
っ
て
、
巣
の
そ
ば
に

置
い
て
や
っ
て
い
る
。
毎
日
来
て
食

べ
て
い
る
。

今
年
も
産

む
と
い
い

な
あ
。

▼
短
歌

西

瑞
江

豊
田

育

子

堅
川

に
沿

い
て

歩
め

ば
亀
戸

に
一

茶
の

棲
み
し

神
社

の
あ

り
ぬ

い
に

し
へ

に
何

の
罪

あ
り
て

流
さ

れ
し

や
島
の

椿
に

埋
も

る
る
流

人
墓

幼
な

児
が

テ
ロ

と
は

な
あ
に

と
問

ふ
て

く
る
つ

ぶ
ら

な
瞳

に
戸
惑

ふ
わ

れ
は

西
葛

西

穂

坂

喜
久

子

誰
の

た
め

狭
い

歩
道

の
あ
の

傾
斜

パ
ラ

リ
ン
ピ

ッ
ク

は
見

せ
か
け

の
愛

？

高
齢

者
車

の
乗

り
降

り
ま
ま

な
ら

ぬ
引

き
戸
で

あ
れ

ば
怖

さ
も
失

せ
し

ト
イ

レ
ま

で
男

性
上

位
は
び

こ
り

て
老

人･

認

知
何

故
に

踊
ら
す

東
葛

西

新

真

復
員

の
父

が
戦

後
初

め
て
の

死
体

の
処

理
に
あ

た
る

土
堤

岸

米
兵

の
前

で
〈

ギ
ブ

・
ミ
ー

・
チ

ョ
コ

レ
イ
ト

〉
進

駐
軍

病
院
の

裏
で

覚
え

た

台
湾

も
中

国
・

韓
国

も
石
の

上
に

画
く

〈
石
蹴

り
〉

の
跡

今
も
燃

え
立

つ

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
は
す

で
に
い
っ
ぱ
い
で
入
れ
な

か
っ
た
。
請
願
デ
モ
に
は
参

加
し
よ
う
と
待
っ
て
い
る

と
、
道
路
も
み
る
み
る
い
っ

ぱ
い
に
な
る
。
私
は
個
人
参

加
の
列
に
加
わ
り
西
幸
門
か

ら
出
発
。
団
体
、
グ
ル
ー
プ

の
旗
や
各
自
が
持
つ
プ
ラ

カ
ー
ド
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。

昨
年
の
江
戸
川
の
デ
モ
で

は
「
安
倍
さ
ん
や
め
て
！
」

だ
っ
た
が
、
今
回
は
「
安
倍

は
や
め
ろ
！
」「
今
す
ぐ
や
め

ろ
！
」
の
連
発
だ
。
調
子
の

よ
い
唱
和
が
続
く
。「
憲
法
守

れ
」
「
原
発
反
対
」
「
命
を
守

れ
」
「
農
業
守
れ
」
「
子
ど
も

を
守
れ
」
…
国
会
に
ち
か
づ

く
と
掲
げ
て
い
た
プ
ラ
カ
ー

ド
も
お
ろ
す
よ
う
に
言
わ

れ
、
首
相
官
邸
前
で
は
警
官

が
太
い
紐
で
つ
な
が
っ
て
厳

重
な
警
備
。
衆
議
院
会
館
前

で
は
池
内
さ
お
り
議
員
が
手

を
振
っ
て
い
る
。「
今
彼
女
は

大
人
気
で
追
っ
か
け
も
い
る

ん
だ
っ
て
よ
」
と
ど
こ
か
の

お
じ
さ
ん
が
話
し
て
い
た
。

デ
モ
は
永
田
町
駅
前
で
解

散
。
私
は
国
会
包
囲
に
向

か
っ
た
。

安
倍
政
権
の
暴
走
に
怒
り

が
爆
発
し
た
一
万
四
千
人
の

大
行
動
だ
っ
た
。
だ
が
、
帰

宅
後
の
テ
レ
ビ
は
何
も
報
道

し
て
い
な
い
。
私
た
ち
の
声

は
首
相
に
届
い
て
い
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

文

安
部

淑
江

写
真

荒
井
ま
さ
い

エッセイ

３
月
８
日
、
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
と
国
会
議
事
堂
周
辺

で
行
な
わ
れ
た
「
反
原
発
統

一
行
動
」
で
は
、
集
会
、
デ

モ
国
会
包
囲
と
多
彩
な
行
動

を
繰
り
広
げ
「
原
発
な
く

せ
」「
再
稼
動
反
対
」
の
思
い

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
の
大

集
会
で
は
、
宇
宙
飛
行
士
の

秋
山
豊
さ
ん
は
、「
私
も
原
発

事
故
で
ふ
る
さ
と
を
追
わ
れ

た
ひ
と
り
だ
。
こ
う
し
た
集

会
を
津
々
浦
々
で
積
み
重

ね
、
連
帯
し
て
頑
張
ろ
う
」

と
発
言
し
ま
し
た
。

「
生
業
（
な
り
わ
い
）
を
返

せ
、
地
域
を
返
せ
！
」
福
島

原
発
訴
訟
の
中
島
原
告
団
長

は
、「
私
た
ち
が
求
め
て
い
る

〝
現
状
回
復
〞
と
は
、
原
発

そ
の
も
の
が
な
い
地
域
と
暮

ら
し
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

江
戸
川
健
康
友
の
会
も

13

人
が
参
加
し
、
足
立
、
葛

飾
、
港
な
ど
の
会
員
と
い
っ

し
ょ
に
国
会
ま
で
請
願
デ
モ

行
進
と
国
会
大
包
囲
行
動
に

参
加
し
ま
し
た
。（
黒
木
）

安
倍
首
相
は
す
ぐ
や
め
よ

一
万
四
千
人
が
国
会
包
囲

私
た
ち
の
望
み
は

原
発
の
な
い
暮
ら
し

雨傘を利用したプラカード

「
戦
争
Ｎ
Ｏ
」
「
辺
野
古
に
基
地
を
つ
く
る
な
」
「
増
税
す
る
な
」、

３
月
22
日
ひ
ら
か
れ
た
「
安
部
政
権
Ｎ
Ｏ
！
大
行
動
」
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
で
民
意
に
背
く
安
倍
政
権
に
反
対
の
意
思
を
突
き

つ
け
よ
う
と
多
く
の
国
民
が
国
会
を
取
り
囲
み
ま
し
た
。

安部政権NO！
大行動

反原発統一行動

↑
口
を
あ
け

て
餌
を
待
つ

ひ
よ
ど
り

一斉に要求カードをかかげる
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、お

薬を有効に、安全に使用し

ていただく手助けになる

のです。

なぎさ薬局
T E L 0 3- 5 6 79 - 7 1 37／ FAX 0 3 -5 6 7 9 -7 1 3 8

『臨床検査技師は、病院などの医療機関にお

いて種々の臨床検査を行う技術者である。日

本においては、臨床検査技師等に関する法律

により規定される国家資格である。古くは医

師自らが検査を行っていたものであったが、

医療の分葉化と検査の高度化が進み、現在の

医療に臨床検査技師は必要不可欠の存在となっ

ている。コ・メディカルの一種。』

ウィキペディアにはこのように紹介されて

います。

ちょっと分かり難いですね。平たく言うと、

診療所や病院などで看護師さんとは違う白衣、

またはケーシーを着て、生真面目そうな雰囲

気を醸し出している人がいたら、その人が臨

床検査技師です。

仕事の中身は、患者さんから提出された尿

を遠心機にかけ細胞を集めて顕微鏡で細胞の

種類を判断したり、患者さんから採血した血

液をプレートに引き、染色し、これまた顕微

鏡で細胞種類を判断したりします。紫に染まっ

た核を持つ白血球や、ピンクに染まった赤血

球と言ったミクロの世界がそこに広がってい

ます。

生理検査としては、心臓の機能を診る心電

図や肺の機能を診る呼吸機能検査、お腹や頸

動脈や心臓を診る超音波検査等を実施してい

ます。心臓の超音波検査では弁の動きや心臓

壁の動きまで観察できるのです。血液の流れ

方もカラーで逆流がない

かを判断していきます。

ひとつひとつの検査を生

真面目に、そして正確で

ある事を常に追求して日々

仕事をしています。

編
集
後
記

▼
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
の
テ
ロ
で
邦
人
が
犠

牲
に
な
っ
た
。
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
と
の
報
道

に
ま
た
か
と
の
思
い
と
、
安
倍
政
権
の

「
戦
争
で
き
る
国
」
へ
の
加
速
に
対
す

る
恐
れ
と
が
交
錯
す
る
▼
こ
の
２
月
、

百
歳
と
３
か
月
の
寿
命
を
全
う
し
、
姑

が
逝
っ
た
。
特
養
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
た
が
、
肺
炎
で
入
院
し
、
経
口
で
の

食
事
が
で
き
な
く
な
っ
て
３
か
月
あ
ま

り
。
自
宅
近
く
の
病
院
か
ら
遠
方
の
療

養
型
の
病
院
に
転
院
し
て
間
も
な
く
だ
っ

た
。
全
国
的
に
見
て
も
先
進
的
な
地
域

の
介
護
体
制
の
下
で
、
長
寿
を
全
う
で

き
た
と
思
う
。
が
、
な
ぜ
転
院
し
な
く

て
は
い
け
な
か
っ
た
の
か
？
▼
３
月
号

の
「
た
よ
り
」
の
『
軍
事
費
ど
っ
さ
り

社
会
保
障
ば
っ
さ
り
』
の
記
事
は
日
本

の
現
状
を
端
的
に
表
し
て
い
る
と
思
う
。

誰
に
課
税
し
、
何
に
使
う
か
が
政
治
の

根
幹
問
題
。
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て

年
を
重
ね
て
い
け
る
よ
う
、
人
命
や
自

然
環
境
を
何
よ
り
も
大
切
に
す
る
政
権

が
１
日
も
早
く
実
現
す
る
こ
と
を
祈
る
。

（
太
田
）

役立つ健康メモ28

臨床検査技師とは？

芝診療所検査科長 渡辺ゆかり

江
戸
川
健
康
友
の
会
は
、

３
月

22
日
「
介
護
保
険
を

考
え
る
学
習
会
」
を
開
き

26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
を
さ
れ
た
桜
井
和
代

さ
ん
（
介
護
福
祉
士
）
は
、

「
２
０
０
０
年
に
〝
介
護
の

社
会
化
〞
を
か
け
て
導
入
さ

れ
た
介
護
保
険
は
、
今
年
で

15
年
目
、
３
年
ご
と
に
『
改

定
』
さ
れ
る
度
に
ど
ん
ど
ん

制
度
が
改
悪
さ
れ
、
ま
さ
に

〝
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
〞

が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
改
悪
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
要
支
援
者
の
訪
問
介
護

と
通
所
介
護
が
市
区
町
村
の

総
合
事
業
に
移
行
さ
れ
る
こ

と
、
役
所
の
窓
口
で
申
請
時

に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
振
り

分
け
さ
れ
る
こ
と
、
特
養

ホ
ー
ム
へ
の
入
所
は
要
介
護

３
以
上
で
な
い
と
受
け
付
け

ら
れ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、

利
用
料
が
１
割
か
ら
２
割
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
な
ど

で
す
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
介
護
保
険
は
助

け
合
い
と
い
っ
て
い
ま
す

が
、
保
険
方
式
で
は
解
決
し

な
い
」
と
強

調
し
、
社
会

保
障
を
ど
う

守
り
発
展
さ

せ

て

い

く

か
、
こ
れ
か

ら
の
運
動
が

大
切
だ
と
話

し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
負
担
は
ど
う
な
る
の

介
護
保
険
を
考
え
る
学
習
会

３
月
１
日
、
ク
ル
マ
か
ら
人
・

自
転
車
・
鉄
道
・
舟
運
な
ど
、
環

境
に
優
し
い
交
通
へ
の
転
換
を
め

ざ
す
市
民
団
体
が
集
ま
っ
て
、

『
環
境
・
交
通
・
ま
ち
づ
く
り
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
』
が
開

か
れ
ま
し
た
。

鈴
木
美
緒
東
工
大
准
教
授
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
転
車
先
進
国
の

自
転
車
利
用
状
況
を
映
像
で
紹
介

し
、
一
日
も
早
く
東
京
で
も
子
ど

も
・
お
母
さ
ん
・
高
齢
者
ら
が
、

健
康
づ
く
り
や
買
い
物
・
病
院
通

い
な
ど
に
、
通
勤
・
通
学
と
合
わ

せ
て
自
転
車
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
自
転
車
走
行
環
境
の
整
備
を

提
起
し
ま
し
た
。

東
京
五
輪
に
向
け
て

自
転
車
利
用
の
進
ん
で
い
る
港

区
で
は
、
誰
も
が
安
全
な
自
転
車

利
用
を
め
ざ
し
て
「
自
転
車
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
計
画
」
を
区
・
市
民
・

鈴
木
准
教
授
ら
が
つ
く
り
あ
げ
、

昨
年
か
ら
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
や
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
し
て
安
心

し
て
走
れ
る
自
転
車
道
を
都
心
部

に
た
く
さ
ん
造
っ
て
、
ク
ル
マ
を

少
な
く
し
て
世
界
の
人
々
を
迎
え

ま
し
た
。
桝
添
都
知
事
も
、
ロ
ン

ド
ン
の
よ
う
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
自
転
車
道
を
整
備
す

る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

区
長
「
自
転
車
の
走
る
街
へ
」

私
た
ち
の
会
も
国
や
東
京
都
に

「
自
転
車
道
や
自
転
車
レ
ー
ン
を

た
く
さ
ん
造
る
」
と
の
東
京
大
気

汚
染
公
害
裁
判
の
和
解
で
の
約
束

に
基
づ
い
て
、
江
戸
川
区
内
に
も

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る

よ
う
、
そ
の
た
め
に
江
戸
川
区
に

財
政
支
援
を
す
る
よ
う
に
話
し
合

い
を
進
め
て
い
ま
す
。
国
お
よ
び

東
京
都
は
約
束
通
り
、
環
七
通
り
・

千
葉
街
道
に
自
転
車
レ
ー
ン
を
造

り
、
現
在
京
葉
道
路
・
船
堀
街
道

に
自
転
車
レ
ー
ン
を
計
画
し
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
環
七
通
り
・

千
葉
街
道
・
柴
又
街
道
に
自
転
車

レ
ー
ン
な
ど
を
造
る
と
い
っ
て
い

ま
す
。
江
戸
川
区
長
も
「
自
転
車

の
走
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
す

と
言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
昨
年
、
区
が
国
や

東
京
都
と
協
力
し
て
自
転
車
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
計
画
を
一
緒
に
つ
く
る

よ
う
に
と
話
し
合
い
を
ま
し
た
。

区
は
、
篠
崎
駅
・
西
葛
西
駅
・
小

岩
駅
周
辺
か
ら
自
転
車
レ
ー
ン
づ

く
り
を
始
め
て
い
る
、
計
画
づ
く

り
は
検
討
す
る
と
答
え
、
最
近
自

転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
つ

い
て
国
交
省
と
話
し
合
い
を
し
て

い
ま
す
。

区
民
ぐ
る
み
の
運
動
へ

Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
よ
る
大
気
汚
染

の
な
い
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
江

戸
川
健
康
友
の
会
も
、
江
戸
川
大

気
汚
染
を
な
く
す
会
と
共
に
、
引

き
続
き
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
区
民
ぐ
る
み
の
運
動
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

江
戸
川
大
気
汚
染
を
な
く
す
会
幹
事

大
越

稔
秋

安
全
な
自
転
車
利
用
の
た
め
に

車
社
会
の
転
換
で
大
気
汚
染
を
な
く
そ
う

環
境
・ま
ち
づ
く
り
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
く
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※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉裕一 松村所長 畔上卓昭 松田裕子
松村（第1.3.5）
三輪（第2.4）

午後
予約外来
松村所長

予約外来
松村所長

休診：
往診など

予約外来
松村所長

松田裕子

夜間
18時～19時30分

松村所長 松村所長

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
手塚大介
(訪問診療)

外来休診

田村倫朗
(訪問診療)

馬渕 卓
(内科・糖尿病)
守麻里奈
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診
田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
訪問診療

高野所長
訪問診療

休診
高野 宮崎

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ
い

保
健

医
療

福
祉

ビ
ル

２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
↓

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑

バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

→

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

←

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井
街
道

一之
江駅

浦安方面→

市川方面→

本八
幡方
面→

教
え
子
全
員
を
失
い
ま
し
た

・
・
・
元
教
師

「
３
月

10
日
の
夜
、
担
任

し
て
い
た
２
年
生
の
子
ど
も

た
ち
全
員
が
、
東
京
大
空
襲

で
命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
私

は
一
夜
に
し
て
教
え
子
が
一

人
も
い
な
い
担
任
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
」
元
教
師
、

田
近
治
代
（
88
歳
）
さ
ん
は

「
体
験
を
語
り
継
ぐ
」
で
こ
う

語
り
、「
戦
争
は
、
ど
こ
か
で

あ
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
こ

の
国
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

戦
闘
員
だ
け
で
は
な
く
、
多

く
の
一
般
市
民
が
犠
牲
に
な

り
ま
し
た
。
再
び
戦
争
を
す

る
国
に
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
結
ん
で
発
言
を
終
わ
り
ま

し
た
。

記
録
す
る
こ
と
で
つ
な
げ
た

い

・
・
・
高
校
生

「
つ
ど
い
」
で
も
う
一
つ
注

目
を
浴
び
た
の
が
、
高
校
生

の
報
告
で
し
た
。
日
大
豊
山

女
子
高
校
・

放

送
部

は
、

東
京
大
空
襲

を

取
材

し
、

そ
れ
を
ビ
デ

オ
に
ま
と
め

ま
し
た
。「
70

年
目
な
の
に

平
和
だ
か
ら

東
京
大
空
襲

が
あ
っ
た
こ

と
も
考
え
な

い
日
常
を
す

ご
し
て
い
た
」
と
語
り
、「
私

た
ち
は
、
記
録
す
る
こ
と
で

知
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
作
成
の
動
機
や
決

意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
ビ
デ
オ
や
取
り
組
み
は
、

東
京
都
の
高
等
学
校
放
送
コ

ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
、
高

い
評
価
を
受
け
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

「
再
び
戦
争
は
し
な
い
」
の
決

意
を
確
か
め
合
う

東
京
空
襲
犠
牲
者
遺
族
会

の
星
野
ひ
ろ
し
会
長
（
84

歳
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
東

京
大
空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン

タ
ー
の
一
年
間
の
活
動
の
報

告
、
俳
優
座
代
表
の
岩
崎
加

根
子
さ
ん
に
よ
る
「
東
京
大

空
襲
に
よ
り
心
を
こ
わ
さ
れ

た
子
ど
も
た
ち
」
の
詩
の
朗

読
、
早
乙
女
勝
元
さ
ん
の
、

「
戦
争
を
体
験
し
た
世
代
は
、

年
々
少
な
く
な
っ
て
い
く
。

戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ
な
い

た
め
に
、『
記
録
』
が
何
よ
り

も
大
事
で
す
。
体
験
を
記
録

し
て
残
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
の
発
言
な
ど
、
集
団
的

自
衛
権
の
閣
議
決
定
や
安
全

保
障
の
法
制
化
な
ど
、
「
戦
争

の
で
き
る
国
づ
く
り
」
の
動

き
が
強
ま
る
今
、「
空
襲
で
亡

く
な
っ
た
人
々
を
慰
霊
す
る

と
共
に
、
再
び
戦
争
は
し
な

い
」
の
決
意
を
確
か
め
合
う

「
つ
ど
い
」
と
な
り
ま
し
た
。

東
葛
西

伊
藤

辰
久

戦争の悲惨さと平和の大切さを語り継ぐ

「
東
京
大
空
襲
を

語
り
継
ぐ
つ
ど
い
」

１
９
４
５
年
３
月
10

日
未
明
。

３
０
０
機
の
米
軍
爆
撃
機
Ｂ
29

の
襲
来
に
よ
っ
て
空
襲
を
受
け
、

江
東
区
、
墨
田
区
、
台
東
区
、

江
戸
川
区
な
ど
の
下
町
は
、

「
火
の
海
」
と
な
り
、
10
万
人

を
超
す
人
々
が
殺
さ
れ
た
「
東

京
大
空
襲
」
。
3
月
10
日
を
前

に
し
て
、
3
月
8
日
、
「
東
京

大
空
襲
を
語
り
継
ぐ
つ
ど
い
」

が
、
江
東
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

悲惨な体験を語る田近治代さん


